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―
明
治
九
（
一
八
七
六
）
年
に
発
生
し
た
「
玄
米
窃
盗
未
遂
事
件
」

―

 

西　

村　
　
　

卓　
　

　
　
　
　
　
　
　

は　

じ　

め　

に

　
「
生
活
史
」
と
い
っ
た
場
合
、
何
を
対
象
に
す
る
の
か
。『
体
系
日
本
史
叢
書
』（
山
川
出
版
社
、
一
九
六
五
〜
一
九
九
八
年
）
の
一
ジ
ャ
ン

ル
と
し
て
『
生
活
史
Ⅰ
、
Ⅱ
、
Ⅲ
』（
一
九
六
五
〜
一
九
九
四
年
）
が
出
版
さ
れ
た
が
、
そ
の
Ⅱ
の
「
は
し
が
き
」
で
、
木
村
礎
氏
は
三
つ

の
原
則
を
挙
げ
て
い
る
。
第
一
は
、
生
活
史
研
究
は
単
な
る
風
俗
史
と
は
異
な
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、「
日
常
の
生
活
と
そ
れ
を
と
り
ま

く
社
会
的
諸
条
件
を
ど
の
よ
う
な
か
ね
合
い
で
書
く
か
」

（
１
）

と
い
う
こ
と
、
第
二
は
「
で
き
る
だ
け
一
般
的
な
説
明
を
小
部
分
に
と
ど
め
、

具
体
的
な
事
実
を
し
て
生
活
の
実
態
を
語
ら
せ
る
」
（
２
）

こ
と
、「
一
つ
の
事
実
の
窓
を
通
し
て
普
遍
を
う
か
が
い
知
る
」
（
３
）

こ
と
、
第
三
に
、

生
産
の
基
盤
と
し
て
の
農
村
、
流
通
・
消
費
の
拠
点
と
し
て
の
都
市
、
そ
し
て
そ
れ
を
つ
な
ぐ
も
の
と
し
て
商
業
と
交
通
を
位
置
づ
け
る

こ
と（

４
）、
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
木
村
氏
の
指
摘
は
、
の
ち
の
著
作
で
あ
る
『
村
の
生
活
史
―
史
料
が
語
る
ふ
つ
う
の
人
び
と
―
』
（
５
）

で
は
、
次
の
よ
う
に
語
ら
れ
て

い
る
。
民
俗
学
と
の
関
係
で
氏
は
「
そ
こ
（
民
俗
学
―
筆
者
注
）
に
描
か
れ
る
生
活
史
像
は
あ
ま
り
に
も
牧
歌
的
で
泰
平
無
事
で
あ
り
す
ぎ

一　
（
四
五
六
）
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ま
し
た
。
こ
れ
は
民
俗
学
が
権
力
と
ふ
つ
う
の
人
々
の
生
活
と
の
関
係
を
正
面
か
ら
取
扱
う
こ
と
を
し
て
こ
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
こ
れ

に
対
し
て
生
活
史
は
、
権
力
問
題
を
含
み
ま
す
。
そ
れ
は
権
力
か
ら
み
た
ふ
つ
う
の
人
々
で
な
く
、
逆
に
普
通
の
人
々
の
暮
ら
し
か
ら
権

力
を
み
る
。
つ
ま
り
視
座
を
逆
転
さ
せ
て
み
る
と
い
う
こ
と
で
す
」

（
６
）

と
述
べ
、
最
後
に
「
ふ
つ
う
の
人
々
の
日
常
性
を
中
心
に
し
て
歴
史

を
み
る
。
歴
史
と
い
う
も
の
を
万
能
の
神
の
よ
う
に
上
か
ら
俯
瞰
的
に
展
望
し
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
上
か
ら
で
な
く
下
か
ら
見
る

の
で
す
。
態
度
な
ど
と
い
う
と
小
利
口
な
人
々
は
馬
鹿
に
し
ま
す
が
、
そ
れ
は
い
わ
ゆ
る
理
論
や
理
屈
に
は
態
度
が
前
提
に
な
っ
て
い
る

こ
と
を
自
覚
で
き
な
い
浅
は
か
さ
か
ら
き
て
い
る
こ
と
で
す
。
歴
史
に
対
面
す
る
態
度
を
生
活
史
的
な
も
の
に
す
る
。
そ
れ
が
基
本
で

す
」

（
７
）

と
、国
家
天
下
の
み
を
語
り
、特
殊
を
普
遍
に
流
し
込
み
、そ
れ
で
よ
し
と
す
る
「
歴
史
家
」
の
態
度
の
「
浅
は
か
さ
」
を
喝
破
す
る
。

　
「
生
活
史
」
と
い
う
用
語
で
図
書
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
検
索
す
る
だ
け
で
、
数
百
冊
の
図
書
が
ヒ
ッ
ト
し
、
お
そ
ら
く
関
連
論
文
を
含
め
れ
ば
、

膨
大
な
数
に
の
ぼ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
は
、
好
事
家
的
趣
味
の
も
の
も
含
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
木
村
礎
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
生

活
史
」
は
、「
天
下
国
家
史
」
の
対
極
を
な
す
一
つ
の
歴
史
学
方
法
論
と
し
て
い
ま
や
認
知
さ
れ
て
き
た
と
い
っ
て
い
い
で
あ
ろ
う
。
否
、

む
し
ろ
歴
史
学
の
座
標
軸
が
定
ま
ら
な
い
今
だ
か
ら
こ
そ
、「
生
活
」
と
い
う
視
点
か
ら
逆
に
国
家
天
下
を
照
射
す
る
方
法
と
し
て
、
新

た
な
役
割
が
付
与
さ
れ
て
き
て
い
る
と
い
っ
て
過
言
で
は
な
い
。
当
然
そ
こ
に
は
研
究
主
体
と
し
て
の
対
象
に
立
ち
向
か
う
「
態
度
」
の

鍛
錬
が
強
く
要
求
さ
れ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　

本
稿
は
、
そ
う
い
う
視
点
か
ら
「
生
活
史
」
を
描
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
国
家
天
下
を
包
括
的
に
取
り
扱
う
の
で

は
な
く
、
一
つ
の
村
で
起
こ
っ
た
、
国
家
的
事
件
か
ら
す
る
と
取
る
に
足
ら
な
い
さ
さ
や
か
な
「
事
件
」
を
取
り
上
げ
る
に
過
ぎ
な
い
が
、

こ
の
事
件
を
通
し
て
、
近
代
日
本
の
一
つ
の
姿
を
逆
に
照
射
す
る
こ
と
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

二　
（
四
五
五
）
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一　

事
件
の
舞
台
、
京
都
府
乙
訓
郡
第
二
区
上
植
野
村
の
概
況

　

明
治
九
（
一
八
七
六
）
年
一
二
月
八
日
に
、「
玄
米
盗
難
未
遂
事
件
」
が
起
こ
っ
た
。
そ
の
舞
台
と
な
っ
た
京
都
府
乙
訓
郡
第
二
区
上
植

野
村
は
、
京
都
洛
中
の
近
郊
、
京
都
盆
地
の
西
南
部
に
位
置
す
る
村
で
（
第
１
図
参
照
）、
現
在
は
京
都
府
向
日
市
上
植
野
町
と
し
て
同
市

の
南
部
を
占
め
る
。
こ
の
事
件
を
み
る
前
に
、
舞
台
と
な
っ
た
明
治
前
期
の
上
植
野
村
の
村

柄
に
つ
い
て
概
観
し
て
お
こ
う
。

　

同
村
の
資
料
目
録
は
、
平
成
七
（
一
九
九
五
）
年
三
月
に
、「
向
日
市
古
文
書
調
査
報
告

書
第
四
集　

京
都
府
向
日
市
上
植
野
区
有
文
書
調
査
報
告
書
」
と
し
て
刊
行
さ
れ
、
約

七
〇
〇
〇
点
に
及
ぶ
資
料
群
が
全
点
目
録
化
さ
れ
、
向
日
市
文
化
資
料
館
に
お
い
て
、
適
宜

閲
覧
可
能
な
状
態
で
保
存
さ
れ
て
い
る
。
同
事
件
に
関
わ
る
一
件
資
料
も
、「
玄
米
紛
失
一
件

書
類
入
」、「
玄
米
盗
取
ニ
付
罪
科
申
渡
書
」
と
し
て
整
理
・
分
類
さ
れ
て
い
る
。

　

明
治
八
、
九
（
一
八
七
五
、一
八
七
六
）
年
頃
の
乙
訓
郡
各
村
の
現
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

『
京
都
府
地
誌
』
所
収
「
山
城
国
乙
訓
郡
町
村
誌
」（
８
）に
よ
れ
ば
、戸
数
一
五
五
戸
（
本
籍
一
四
一
戸
、

寄
留
五
戸
、
社
寺
九
戸
）、
六
九
二
人
（
男
三
三
九
人
、
女
三
五
三
人
）、
そ
の
他
寄
留
人
一
四
人
（
男

八
人
、
女
六
人
）
が
上
植
野
村
の
現
勢
で
あ
っ
た
。

　

明
治
一
五
（
一
八
八
二
）
年
に
お
け
る
同
村
の
総
反
別
の
内
訳
は
、
民
有
地
第
一
種
地
総
反

別
一
〇
六
町
九
反
七
畝
九
歩
で
、そ
の
内
訳
は
第
１
表
で
示
し
た
。
池
敷
、養
水
路
、埋
葬
地
、

堤
防
な
ど
の
民
有
地
第
二
種
地
は
二
町
八
反
一
畝
二
〇
歩
で
、
他
に
開
墾
鍬
下
地
が
一
町
七

反　別 割合（％） 地価金（円）
総　計 106町 9反 7畝 9歩 100.0 85,803.40
内　訳
　田 77町 1反 9畝 15歩 72.2 73,896.16
　畑 3町 9反 4畝 29歩 3.7 1,638.28
　宅　地 7町 6反 6畝 22歩 7.2 5,477.61
　藪　地 16町 7反 3畝 12歩 15.6 4,627.28
　林　地 1町 2反 5畝 14歩 1.2 109.28
　その他 1反 2畝 4歩 0.0 ―
　注： 上植野区有文書「総反別取調帳」（明治 15年 1月「諸願届控綴」

所収）より作成．

第 1表　明治 15年上植野村民有地第一種地総反別内訳表

三　
（
四
五
四
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第 1図　上植野町周辺図
　出所：『京都府向日市上植野区有文書調査報告書』（向日市文化資料館，1995年 3月）
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）
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反
余
、
官
有
地
は
一
町
二
反
余
と
な
っ
て
い
る
。

　

で
は
、
農
産
物
の
生
産
は
ど
う
い
う
状
況
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
明
治
一
〇
（
一
八
七
七
）
年

の
農
産
物
取
調
を
第
２
表
に
ま
と
め
た
。

　

米
の
収
穫
高
は
一
四
七
〇
石
あ
ま
り
で
代
金
六
六
二
一
円
、
そ
れ
に
次
い
で
菜
種
が
一
三
八

石
あ
ま
り
で
代
金
六
九
五
円
、
続
い
て
糯
米
が
一
三
〇
石
あ
ま
り
で
五
八
七
円
、
麦
が
一
九
五

石
あ
ま
り
で
三
七
一
円
、
さ
ら
に
竹
、
製
茶
、
実
棉
の
順
と
な
っ
て
い
る
。
翌
年
の
「
農
産

物
取
調
書
」（

９
）
に
よ
れ
ば
、
以
上
の
品
目
以
外
に
蚕
豆
、
大
豆
、
茄
子
、
大
根
、
竹
の
子
、
小

豆
、
小
麦
、
竹
皮
、
柿
が
書
き
あ
げ
ら
れ
、
多
品
目
の
農
産
物
が
同
村
で
生
産
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
分
か
る
。
し
か
し
、
生
産
価
格
で
見
る
限
り
、
米
生
産
が
明
治
一
〇
（
一
八
七
七
）
年
で

七
八
％
、
翌
年
で
も
七
四
％
を
占
め
て
お
り
、
同
村
が
農
業
生
産
の
中
心
に
稲
作
を
置
き
な
が

ら
、
二
毛
作
で
の
麦
、
菜
種
作
、
畑
地
で
の
野
菜
作
、
さ
ら
に
は
竹
林
で
の
竹
の
子
、
竹
材
な

ど
の
生
産
を
お
こ
な
う
村
柄
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

同
村
の
戸
数
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
明
治
八
、
九
（
一
八
七
五
、一
八
七
六
）
年
で
一
五
五
戸

で
あ
っ
た
が
、
明
治
一
二
（
一
八
七
九
）
年
に
は
、
そ
の
内
一
一
〇
戸
あ
ま
り
が
農
家
戸
数
で
、

残
り
の
四
〇
数
戸
が
営
業
人
（
職
工
、商
業
）
と
し
て
第
３
表
に
示
し
た
職
業
に
従
事
し
て
い
た
。

大
工
職
、
鳥
飼
商
、
小
道
具
商
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
六
、五
、四
戸
を
数
え
、
煮
売
商
を
兼
職
す
る
鳥

飼
商
を
加
え
れ
ば
、
鳥
飼
商
は
八
戸
と
か
な
り
の
戸
数
と
な
る
。
ち
な
み
に
、
明
治
一
〇
年
代

に
鶏
の
「
盗
難
」
関
係
資
料
を
散
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
自
家
用
に
と
ど
ま
ら
ず
、
鶏
の

品　目 収穫高 代金（円） ％ 備　考
　米 1471.50（石） 6621.75 78.46 反当 2石
　糯米 130.50（石） 587.25 6.96 1軒分見込 1石
　麦 195.50（石） 371.45 4.4 1軒分見込 1.43石
　菜種 138.50（石） 695.50 8.29 1軒分見込 1石
　実棉 414.00（斤） 43.40 0.51 1軒分見込 3斤
　製茶 35貫 218（斤） 45.00 0.54 ―
　竹 450（束） 75.00 0.89 ―
　計 8439.35 100.05 ―
注：上植野村区有文書「諸願控入」（明治 11～ 13年）所収「農産物取調書」より作成．

第 2表　明治 10年上植野村農産物取調表
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飼
育
と
そ
れ
を
材
料
と
し
た
煮
売

業
が
、
商
売
と
し
て
同
村
で
成
り

立
っ
て
い
る
こ
と
を
彷
彿
と
さ
せ

る
。

　　

さ
て
、
上
植
野
村
の
村
柄
を
考

え
る
に
あ
た
っ
て
、
同
村
が
近

世
期
を
通
し
て
入
り
組
み
支
配
の

村
＝
相
給
村
で
あ
っ
た
こ
と
を
考

慮
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。
近
世
期
に
お
け
る
同
村
の
領
主
は
、
禁
裏
御
料
（
石
高
一
一
六
・
〇
一
石
、
以
下
同
じ
）、
聖
護
院
（
二
三
三
・
九
九

石
）、
梶
井
門
跡
（
一
四
〇
・
〇
〇
石
）、
青
蓮
院
（
一
二
二
・
五
〇
石
）、
藤
谷
家
（
五
四
・
七
〇
石
）、
姉
小
路
家
（
一
八
〇
・
〇
〇
石
）、
醍
醐
家

（
五
八
・
五
〇
八
石
）、
西
大
路
家
（
八
〇
・
三
四
石
）、
油
小
路
家
（
四
七
・
〇
〇
石
）、
三
宝
院
（
二
五
・
五
〇
石
）、
積
善
院
（
二
〇
・
〇
〇
石
）、
極

臈
知
行
（
九
二
・
八
五
石
）、
飛
鳥
井
家
上
知
（
七
九
・
五
三
石
）、
御
蔵
（
旧
局
知
行
、
二
一
・
四
九
二
石
）、
清
水
谷
家
（
〇
・
二
八
石
）
と
多
数
に

の
ぼ
り
（
10
）、
わ
れ
わ
れ
は
、
同
村
が
領
国
一
円
支
配
地
域
に
位
置
す
る
村
と
は
異
な
り
、
支
配
関
係
が
錯
綜
す
る
い
わ
ば
典
型
的
な
京
都

近
郊
農
村
地
域
＝
非
領
国
地
域
に
位
置
し
て
い
た
こ
と
を
知
る
。
安
岡
重
明
氏
は
、
畿
内
に
お
け
る
領
地
配
置
の
特
徴
と
し
て
、（
一
）

地
理
的
な
入
組
み
支
配
、
即
ち
領
地
の
分
断
、（
二
）
時
間
的
な
支
配
の
分
断
、
即
ち
頻
繁
な
領
主
の
交
代
を
挙
げ
、
そ
の
こ
と
に
よ
り

領
地
領
民
支
配
が
希
薄
に
な
り
易
い
と
指
摘
す
る
（
11
）。
こ
れ
は
裏
を
返
せ
ば
、
領
国
一
円
支
配
地
域
と
は
異
な
り
、
近
世
期
を
通
じ
て
非

領
国
地
域
内
に
お
け
る
村
の
自
治
が
次
第
に
高
ま
り
、
そ
の
村
の
維
持
と
安
寧
な
生
産
・
生
活
の
確
立
の
た
め
に
、
村
の
結
束
は
強
化
さ

職　種 人数
米仲買 2
同仲買小売兼 1
木柴仲買 1
瓦職商 1
木柴仲売 1
小間物商 1
牛馬売買商 1
煮売商鳥飼商兼 3
小売酒・小道具商兼 1
小道具商 4
鳥飼商 5
染物屋 1
菓子商酒小売 1
籠職商 2
指物細工職 1
散髪業 1
綿打商 1
大工職 6
青物荷売 1
薬種仲売 1
瓦屋根葺 1
藁屋根葺 2
石工 1
手伝職 2
呉服商 1
計 43
　注： 上植野区有文書「諸願控入」（明

治 11～ 13年）所収資料より
作成．

第3表　明治 12年上植野村営業人調表
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「
盗
難
」
と
村
の
救
済
（
西
村　

卓
）

れ
て
い
く
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

も
う
一
つ
同
村
の
村
柄
の
特
徴
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
の
は
、
用
水
確
保
＝
特
に
旱
魃
時
に
お
け
る
番
水
制
度
に
象
徴
さ
れ
る
、
家
ご
と

の
平
準
性
で
あ
る
。
通
常
、
用
水
が
確
保
さ
れ
て
い
る
平
年
作
で
は
、
稲
作
は
反
当
二
石
以
上
と
い
う
高
い
水
準
を
示
す
が
、
た
と
え

ば
明
治
一
六
（
一
八
八
三
）
年
の
旱
魃
時
の
作
況
は
、
平
年
作
が
一
六
〇
〇
石
弱
（
反
当
二
・
三
五
石
）
に
対
し
て
、
三
四
三
石
余
（
反
当
〇
・

五
六
石
あ
ま
り
）
と
二
〇
％
あ
ま
り
に
激
減
し
て
い
る
よ
う
に
（
12
）、
同
村
に
お
け
る
安
定
し
た
農
業
生
産
と
安
寧
な
農
村
生
活
を
維
持
し
続

け
る
た
め
に
は
、
独
特
な
番
水
制
度
の
も
と
で
用
水
の
確
保
・
分
配
が
不
可
避
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
用
水
を
水
田
の
面
積

で
は
な
く
、
家
を
単
位
と
し
て
分
配
す
る
と
い
う
、
独
特
な
水
利
慣
行
が
長
く
残
っ
て
」
（
13
）
お
り
、
他
所
の
人
が
土
地
を
（
上
植
野
村
内
に

―
筆
者
注
）
買
っ
て
も
用
水
権
は
と
も
な
わ
ず
、
ま
た
広
い
面
積
を
耕
作
し
て
も
灌
漑
が
難
し
く
な
」
（
14
）る
よ
う
な
状
況
で
あ
り
、
用
水
を

所
有
反
別
や
耕
作
反
別
で
分
け
る
の
で
は
な
く
、
家
別
に
分
配
す
る
と
い
う
独
特
な
番
水
制
度
の
も
と
に
、
農
業
生
産
と
り
わ
け
稲
作
生

産
が
置
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
い
わ
ゆ
る
村
内
の
家
同
士
の
相
互
扶
助
的
で
か
つ
平
準
的
な
関
係
が
培
わ
れ
て
い
っ
た
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　

二　
「
玄
米
盗
難
未
遂
事
件
」
の
概
要

　

こ
の
よ
う
な
村
柄
の
上
植
野
村
で
一
つ
の
「
玄
米
盗
難
未
遂
事
件
」
が
起
こ
っ
た
。
こ
の
事
件
の
概
要
は
、
被
害
者
で
あ
る
藤
田
茂
兵

衛
の
「
御
答
書
」
（
15
）に
詳
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

就
御
尋
御
答
書

七　
（
四
五
〇
）



第
六
十
三
巻  

第
三
号

乙
訓
郡
第
弐
区
上
植
野
村　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

藤
田
茂
兵
衛　
　

一　

私
し
儀
、
本
日
御
呼
出
し
之
上
本
月
八
日
私
し
宅
ニ
テ
籾
摺
黒
米
紛
失
仕
候
始
末
御
尋
ニ
付
、
左
ニ
奉
申
上
候

此
段
申
上
候
、
本
年
十
二
月
八
日
同
村
藤
田
品
五
郎
妻
い
わ
、
井
藤
弥
右
衛
門
妻
は
な
、
Ｂ
妻
Ａ
右
三
名
之
者
雇
入
、
籾
臼
引
致
居
候
処
、

私
し
妻
い
そ
成
者
、
午
前
第
十
時
比
出
産
ニ
付
、
右
い
わ
義
ハ
茶
ヲ
ワ
カ
シ
居
、
は
な
成
者
ハ
隣
村
ヘ
使
ニ
参
居
候
跡
ニ
テ
、
其
場
ニ
有

之
候
黒
米
五
升
余
リ
箕
ニ
入
持
帰
候
ヲ
、
い
わ
成
者
見
受
候
ニ
付
、
右
い
わ
ヨ
リ
報
知
致
し
候
義
ニ
付
、
臼
場
ヘ
罷
越
見
受
候
処
、
見
馴

不
申
所
ニ
黒
米
五
升
余
リ
有
ル
ニ
付
、
計
取
ミ
レ
ハ
則
五
升
八
合
有
之
、
依
之
籾
摺
紛
失
ノ
始
末
巡
査
御
屯
所
御
届
仕
候
義
ニ
相
違
無
之
、

右
御
尋
問
ニ
付
有
体
御
答
奉
申
上
候
、
右
之
通
相
違
不
申
候
、
已
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
田
茂
兵
衛　
　
　
　
　
　

前
件
茂
兵
衛
ヘ
御
尋
問
之
節
、
私
し
傍
聴
仕
候
処
、
右
茂
兵
衛
御
答
奉
申
上
候
通
相
違
無
之
候
ニ
付
、
依
テ
奥
印
仕
候
、
已
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
村
戸
長　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

永
井
九
郎
左
衛
門　
　
　
　

　
　

京
都
府
警
保
第
三
区
域
方
面

　
　
　
　

御
出
張
所
御
中

　

こ
の
「
御
答
書
」
は
明
治
九
（
一
八
七
六
）
年
一
二
月
一
五
日
に
上
植
野
村
戸
長
永
井
九
郎
左
衛
門
と
民
秋
徳
兵
衛
が
同
道
し
、
第
一

発
見
者
で
あ
る
「
い
わ
」、
そ
し
て
夫
品
五
郎
、
さ
ら
に
は
被
害
者
で
あ
る
藤
田
茂
兵
衛
が
伏
水
（
伏
見
）
警
保
に
出
頭
し
た
折
に
藤
田

八　
（
四
四
九
）



「
盗
難
」
と
村
の
救
済
（
西
村　

卓
）

茂
兵
衛
が
提
出
し
た
書
類
で
あ
る
。

　

茂
兵
衛
は
収
穫
し
た
稲
の
籾
摺
り
の
た
め
、
藤
田
品
五
郎
妻
「
い
わ
」
と
井
藤
弥
右
衛
門
妻
「
は
な
」、
そ
し
て
Ａ
を
日
雇
い
と
し
て

雇
っ
た
。
籾
摺
り
の
た
め
の
土
臼
、
籾
殻
を
除
去
す
る
唐
箕
、
さ
ら
に
は
運
搬
用
の
箕
な
ど
も
使
っ
た
で
あ
ろ
う
、「
臼
場
」
で
作
業
は

進
め
ら
れ
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
日
（
一
二
月
八
日
）
に
な
っ
て
、
茂
兵
衛
の
妻
が
午
前
一
〇
時
ご
ろ
に
出
産
し
、
雇
わ
れ
て
い
た
「
い
わ
」
は
茶
を

沸
か
し
に
、
さ
ら
に
「
は
な
」
は
隣
村
ま
で
使
い
に
で
る
事
に
な
り
、
一
人
Ａ
は
そ
の
場
に
残
さ
れ
た
。

　

そ
れ
ま
で
に
籾
摺
り
を
終
え
た
黒
米
（
玄
米
）
が
そ
の
場
に
あ
る
。
Ａ
の
夫
は
長
患
い
で
自
由
が
き
か
ず
、
一
人
娘
も
年
季
奉
公
に
出

て
い
る
（
後
出
の
民
秋
徳
兵
衛
「
上
申
書
」
に
よ
る
）。
そ
ん
な
状
況
に
あ
る
Ａ
、
ふ
と
魔
が
さ
し
た
の
か
、
六
升
た
ら
ず
の
玄
米
を
箕
に
入

れ
持
帰
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
、
茶
を
沸
か
し
に
行
っ
て
い
た
「
い
わ
」
が
現
場
に
戻
っ
て
き
た
と
き
に
出
く
わ
す

の
で
あ
る
。

　
「
い
わ
」
は
そ
れ
を
見
咎
め
る
が
、
そ
の
時
Ａ
は
「
驚
入
申
候
ニ
ハ
、
黒
米
ハ
元
ノ
所
ヘ
返
シ
置
ヘ
ク
候
間
、
此
義
茂
兵
衛
ヘ
内
々
ニ

致
呉
候
様
」（「
い
わ
御
答
書
」
よ
り
引
用
）
と
「
い
わ
」
に
懇
願
す
る
が
、「
い
わ
」
は
許
さ
ず
、
雇
主
で
あ
る
茂
兵
衛
に
そ
の
こ
と
を
告

げ
に
行
く
。

　

そ
れ
を
聞
い
た
茂
兵
衛
が
早
速
「
臼
場
」
に
行
く
と
、
見
慣
れ
な
い
場
所
に
そ
の
玄
米
が
置
か
れ
、
そ
の
量
を
測
っ
て
み
る
と
五
升
八

合
ほ
ど
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
が
事
件
の
あ
ら
ま
し
で
あ
る
。

　

京
都
府
権
知
事
槙
村
正
直
宛
に
茂
兵
衛
は「
紛
失
御
届
書
」と
紛
失
品
を
書
き
上
げ
た「
紛
失
書
」を
提
出
す
る
。
し
か
し
、そ
の
日
付
は
、

「
い
わ
」
の
夫
で
あ
る
品
五
郎
に
よ
る
事
件
の
顛
末
を
記
し
た
「
御
届
書
」
と
同
じ
く
同
月
一
三
日
と
な
っ
て
お
り
、
両
「
御
届
書
」
と

九　
（
四
四
八
）



第
六
十
三
巻  

第
三
号

も
事
件
発
生
か
ら
五
日
も
経
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

　

茂
兵
衛
の
「
紛
失
御
届
書
」
か
ら
み
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　

紛
失
御
届
書

乙
訓
郡
第
弐
区
上
植
野
村　
　
　

　
　

農　

藤
田
茂
兵
衛　
　
　

本
月
八
日
、
自
宅
ニ
於
テ
臼
引
致
度
候
ニ
附
、
隣
家
井
藤
弥
右
衛
門
妻
は
な
并
ニ
Ｂ
妻
Ａ
、
藤
田
品
五
郎
妻
い
わ
、
右
三
人
之
者
雇
入
、

臼
引
致
居
候
処
、
其
場
へ
有
之
候
黒
米
五
、六
升
計
リ
紛
失
致
候
ニ
附
、
不
取
敢
御
届
ケ
申
上
候
、
以
上

　
　
　

九
年
十
二
月
十
三
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
田
茂
兵
衛　
　
　

　
　

京
都
府
権
知
事

　
　
　
　
　

槙
村　

正
直
殿

　
　
　
　
　
　
　

　

紛
失
書

乙
訓
郡
第
弐
区
上
植
野
村　
　
　

一
〇　
（
四
四
七
）



「
盗
難
」
と
村
の
救
済
（
西
村　

卓
）

　
　

農　

藤
田
茂
兵
衛　
　
　

一　

黒
米　

凡
五
、六
升
計
リ

右
之
通
紛
失
仕
候
間
、
此
段
御
届
ケ
申
上
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
村　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

願
人　

藤
田
茂
兵
衛　
　
　

戸
長　

小
野
利
右
衛
門　
　
　

　
　
　

九
年
十
二
月
十
三
日

　
　

京
都
府
権
知
事

　
　
　
　
　

槙
村　

正
直
殿

　

次
に
、
藤
田
品
五
郎
の
「
御
届
書
」
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

御
届
書

乙
訓
郡
第
弐
区
上
植
野
村　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
田
品
五
郎　
　
　

本
月
八
日
、
私
妻
い
わ
ナ
ル
者
、
隣
家
藤
田
茂
兵
衛
方
へ
被
雇
、
米
臼
引
致
し
居
候
処
、
同
雇
入
Ｂ
妻
Ａ
ナ
ル
者
、
同
日
午
前
第
十
一
時
、

其
場
ニ
有
之
候
黒
米
凡
壱
斗
箕
入
持
帰
り
候
ヲ
、
聢
ト
見
認
候
ニ
付
、
此
段
御
届
申
上
候
、
以
上

　
　
　

九
年
十
二
月
十
三
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
村

一
一　
（
四
四
六
）



第
六
十
三
巻  

第
三
号　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
田
品
五
郎　
　
　

前
書
之
通
申
出
候
ニ
付
、
此
段
御
届
ケ
申
上
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

戸
長　

小
野
利
右
衛
門　
　

　
　

京
都
府
権
知
事

　
　
　
　

槙
村　

正
直
殿

　

前
述
し
た
よ
う
に
、「
紛
失
御
届
書
」
の
提
出
が
、
事
件
発
生
後
五
日
も
経
過
し
て
い
る
が
、
そ
の
遅
延
の
理
由
を
茂
兵
衛
は
、「
い
わ
」

の
「
御
答
書
」
に
書
き
添
え
た
文
書
の
下
書
き
に
、「
其
趣
迅
速
ニ
届
可
申
上
筈
之
処
、
妻
出
産
後
ニ
テ
彼
是
取
紛
居
、
御
届
之
義
延
引

ニ
相
成
奉
恐
入
候
」
と
記
し
て
い
る
。
事
件
そ
の
も
の
は
、関
係
者
の
供
述
な
ど
か
ら
Ａ
の
犯
行
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
な
が
ら
、

こ
の
程
度
の
理
由
で
そ
の
遅
延
を
詫
び
て
い
る
こ
と
自
体
、
盗
品
も
戻
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
茂
兵
衛
自
体
に
、
こ
れ
を
事
件
と
せ
ず
に

済
ま
そ
う
と
い
う
「
た
め
ら
い
」
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
た
め
ら
い
」
は
、
彼
の
個
人
的
判
断
と

い
う
よ
り
か
は
、
次
に
み
る
村
の
「
意
思
」
を
反
映
し
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
は
う
が
ち
過
ぎ
で
あ
ろ
う
か
。

　

と
も
か
く
も
、
事
件
発
生
か
ら
五
日
後
に
は
茂
兵
衛
の
「
紛
失
御
届
書
」
と
「
紛
失
書
」、「
い
わ
」
の
夫
で
あ
る
品
五
郎
の
「
御
届
書
」

が
以
上
の
よ
う
に
提
出
さ
れ
、
司
法
の
場
に
そ
の
処
分
は
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

同
月
二
一
日
に
戸
長
民
秋
徳
兵
衛
が
裁
判
所
で
尋
問
を
受
け
、
次
の
よ
う
な
「
上
申
書
」
を
裁
判
所
に
提
出
し
て
い
る
。

一
二　
（
四
四
五
）



「
盗
難
」
と
村
の
救
済
（
西
村　

卓
）

京
都
府
平
民　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

乙
訓
郡
第
弐
区
上
植
野
村　
　
　
　
　

戸
長　

民
秋
徳
兵
衛　
　

四
十
六
年
三
月
生　

日
蓮
宗　
　
　

　
　

従
前
御
処
刑
受
候
義
一
切
無
之

一　

私
儀
本
日
御
召
出
之
上
、
同
村
Ｂ
ナ
ル
者
之
暮
シ
方
之
始
末
御
尋
ニ
御
座
候

此
段
申
上
候
、
右
は
同
村
Ｂ
義
ハ
去
ル
明
治
六
年
前
ヨ
リ
病
気
ニ
テ
引
篭
居
、
医
師
ニ
相
掛
リ
養
生
罷
在
候
得
共
、
今
ダ
自
由
不
相
叶
候
、

就
而
は
長
女
Ｃ
年
齢
二
十
歳
ナ
ル
者
壱
人
有
之
候
処
、
同
村
植
田
嘉
右
衛
門
ト
申
方
ヘ
昨
八
年
二
月
ヨ
リ
来
ル
十
年
八
月
迄
年
限
雇
入
置

差
遣
し
置
候
ニ
付
、
只
今
之
処
ハ
妻
Ａ
壱
人
ニ
テ
Ｂ
介
抱
致
居
候
テ
、
実
ニ
必
至
難
渋
ニ
相
暮
シ
罷
在
候
ニ
付
、
Ａ
義
心
得
違
仕
候
義
ハ

何
卒
御
憐
愍
之
御
処
分
奉
願
上
候
、
依
テ
容
躰
書
相
添
此
段
申
上
候

右
之
通
相
違
不
申
上
候
、
以
上

　
　
　

明
治
九
年
十
二
月
二
十
一
日

右　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
秋
徳
兵
衛　

㊞　

　
　

伏
水
裁
判
所
長

　
　
　

佐
々
木
二
級
判
事
補
殿

一
三　
（
四
四
四
）



第
六
十
三
巻  

第
三
号

　

こ
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
二
一
日
に
裁
判
所
よ
り
戸
長
で
あ
る
民
秋
徳
兵
衛
に
呼
び
出
し
が
あ
り
、
Ａ
の
暮
ら
し
ぶ
り
、
特
に
夫
Ｂ
の
病

気
の
容
態
と
娘
Ｃ
の
奉
公
の
状
況
に
つ
い
て
彼
は
尋
問
さ
れ
て
い
る
。
夫
Ｂ
は
明
治
六（
一
八
七
三
）年
以
前
よ
り
病
気
で
家
に
引
篭
も
り
、

医
者
に
掛
か
り
養
生
し
て
い
る
が
、
自
由
に
動
け
る
状
態
で
は
な
い
。
さ
ら
に
娘
は
同
村
の
植
田
家
の
と
こ
ろ
に
、
昨
年
の
八
月
よ
り
来

年
の
八
月
ま
で
の
年
季
奉
公
に
出
て
お
り
、
Ａ
の
み
が
夫
Ｂ
の
介
抱
を
し
て
お
り
、「
実
ニ
必
至
難
渋
ニ
相
暮
シ
罷
在
候
」
と
い
う
の
が

現
状
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
Ａ
は
心
得
違
い
に
よ
り
罪
を
犯
し
た
と
は
い
え
、
Ａ
に
対
し
て
「
何
卒
御
憐
愍
之
御
処
分
」
を
願
い
出
て
い

る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
上
申
書
」
に
は
向
日
町
の
医
者
島
修
造
に
よ
る
夫
Ｂ
の
「
容
躰
書
」
が
添
付
さ
れ
た
。

　

こ
こ
で
引
用
し
た
上
記
の
「
上
申
書
」
は
実
際
に
提
出
さ
れ
た
も
の
の
写
し
で
あ
り
、
い
く
つ
か
の
修
正
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
傍
線

の
部
分
は
、
原
文
が
抹
消
さ
れ
書
き
加
え
ら
れ
た
部
分
で
あ
り
、
も
と
も
と
は
「
義
ニ
御
座
候
、
然
ル
ニ
前
件
始
末
柄
御
尋
ニ
付
、
容
躰

書
相
添
此
段
申
上
候
也
」
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
事
件
に
関
わ
っ
た
Ａ
家
族
へ
の
村
と
し
て
の
意
思
表
示
は
原
文
で
は
明
確
で
な
い
。
し

か
し
書
き
加
え
ら
れ
た
部
分
に
は
明
ら
か
に
Ａ
家
族
へ
の
村
と
し
て
の
「
立
場
」「
意
思
」
が
表
明
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

貧
困
弱
者
で
あ
る
Ａ
家
族
へ
の
公
の
「
憐
愍
」
を
願
い
、
彼
ら
へ
の
村
と
し
て
の
「
救
い
」
の
意
思
表
明
で
あ
る
。

　

裁
判
所
の
処
分
が
下
っ
た
。
一
二
月
二
七
日
に
Ａ
、被
害
者
藤
田
茂
兵
衛
、そ
し
て
藤
田
品
五
郎
の
妻
「
い
わ
」
へ
「
申
渡
」
が
あ
っ
た
。

そ
の
う
ち
Ａ
へ
の
「
申
渡
」
を
次
に
み
て
み
た
い

京
都
府
平
民　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
城
国
乙
訓
郡
第
二
区　
　
　
　

上
植
野
村
住
Ｂ
妻　
　
　

一
四　
（
四
四
三
）



「
盗
難
」
と
村
の
救
済
（
西
村　

卓
）

　
　
　
　
　
　

Ａ　
　
　

其
方
儀
、
藤
田
茂
兵
衛
方
日
雇
中
、
同
人
所
持
ノ
玄
米
ヲ
盗
取
リ
自
宅
へ
持
帰
ル
末
、
藤
田
イ
ワ
ナ
ル
者
ニ
見
咎
メ
ラ
ル
ヲ
以
テ
、
直
ニ

右
米
ヲ
茂
兵
衛
方
ヘ
差
返
シ
置
ク
科
、
改
定
律
例
第
三
十
九
条
ニ
照
シ
、
窃
盗
未
得
財
ヲ
以
テ
論
シ
懲
役
四
十
日
ノ
処
、
夫
Ｂ
義
不
治
ノ

病
ニ
罹
リ
、
長
女
ハ
他
家
ニ
年
季
雇
人
中
ニ
テ
、
外
ニ
侍
養
ノ
子
孫
ナ
キ
ヲ
以
テ
、
犯
罪
存
留
養
親
律
ニ
照
シ
、
収
贖
金
壱
円
申
付
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

差
添
人　

右
之
通
申
渡
シ
候
間
、
其
旨
存
候

　
　
　

明
治
九
年
十
二
月
廿
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伏
見
区
裁
判
所
長　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
級
判
事
補　

佐
々
木
玄
重
（
印
）　　

　
「
窃
盗
未
得
財
」
に
よ
り
本
来
は
四
〇
日
の
懲
役
が
課
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
、
不
治
の
病
気
で
臥
し
て
い
る
夫
Ｂ
を
介
抱
す
る
の
は
妻
Ａ

し
か
い
な
い
と
い
う
理
由
か
ら
、「
収
贖
金
壱
円
」
と
い
う
処
分
が
下
さ
れ
た
。
当
時
の
法
令
と
し
て
、「
改
定
律
例
」
第
三
九
条
に
照
ら

し
て
「
窃
盗
未
得
財
」
と
し
て
懲
役
四
〇
日
が
こ
の
罪
に
対
し
て
適
応
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
法
律
は
明
治
六
（
一
八
七
三
）

年
五
月
に
制
定
さ
れ
て
お
り
（
16
）、
Ａ
は
こ
の
条
例
に
鑑
み
「
窃
盗
未
得
財
」
と
し
て
懲
役
四
〇
日
の
と
こ
ろ
、「
犯
罪
存
留
養
親
律
」
（
17
）に
照

ら
し
て
、
収
贖
金
一
円
の
言
い
渡
し
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
被
害
者
藤
田
茂
兵
衛
ヘ
は
、
Ａ
へ
の
言
い
渡
し
内
容
が
伝
え
ら
れ
、
藤
田
品

五
郎
妻
「
い
わ
」
へ
は
、「
玄
米
盗
取
盗
一
件
ニ
付
相
糾
ス
処
、
不
束
ノ
筋
無
之
」
と
い
う
こ
と
で
「
無
構
」
と
申
し
渡
さ
れ
て
い
る
。

一
五　
（
四
四
二
）



第
六
十
三
巻  

第
三
号

　
　
　
　
　
　
　

お　

わ　

り　

に

　

上
植
野
村
で
明
治
九
（
一
八
七
六
）
年
一
二
月
八
日
に
起
こ
っ
た
「
玄
米
窃
盗
未
遂
事
件
」
の
顛
末
は
以
上
で
あ
る
。
事
件
後
五
日
を

経
過
し
た
一
三
日
に
Ａ
は
拘
引
さ
れ
（
18
）、時
を
同
じ
く
し
て
同
日
に
出
さ
れ
た
「
被
害
届
」
は
、被
害
者
や
関
係
者
た
ち
、そ
し
て
村
の
「
た

め
ら
い
」
を
表
現
し
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。

　

戸
長
の
永
井
や
民
秋
は
、
一
五
日
、
二
〇
日
、
二
一
日
、
二
二
日
と
伏
見
警
保
や
裁
判
所
に
出
頭
し
て
い
る
（
19
）。
民
秋
が
Ａ
家
族
の
「
必

至
難
渋
」な
暮
ら
し
ぶ
り
と
そ
の
窮
状
を
伝
え
る
た
め
に
、夫
Ｂ
の「
容
躰
書
」を
添
え
て
、二
一
日
付
で
提
出
し
た「
上
申
書
」の
な
か
で
、

村
の
「
意
思
」
と
し
て
Ａ
の
救
済
を
訴
え
、「
憐
愍
」
の
処
分
を
強
く
願
い
出
て
い
る
。
結
果
的
に
Ａ
は
「
改
定
律
例
」
第
三
九
条
に
よ

り
、
本
来
は
懲
役
四
〇
日
の
処
分
を
受
け
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、「
犯
罪
存
留
養
親
条
例
」
に
基
づ
き
、
収
贖
金
一
円
と
い
う
軽
罰
で

決
着
し
た
。
裁
判
所
に
よ
る
こ
の
処
分
は
、
村
と
し
て
の
そ
の
願
い
が
届
い
て
こ
そ
の
処
分
で
あ
ろ
う
し
、
村
に
よ
る
村
人
の
「
救
済
」

を
し
め
す
一
事
例
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　　

な
お
、
本
稿
に
お
い
て
、
引
用
資
料
中
も
含
め
、
こ
の
事
件
の
関
係
者
の
う
ち
未
遂
事
件
を
起
こ
し
た
人
物
と
そ
の
家
族
の
名
前
に
関

し
て
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
と
し
て
ふ
せ
た
。
ご
深
慮
い
た
だ
き
た
い
。

註（
１
）『
体
系
日
本
史
叢
書
』
第
一
六
巻
「
生
活
史
Ⅱ
」（
山
川
出
版
社
、
一
九
六
五
年
六
月
）
二
頁
よ
り
引
用
。

（
２
）
同
前
、
同
頁
よ
り
引
用
。

一
六　
（
四
四
一
）



「
盗
難
」
と
村
の
救
済
（
西
村　

卓
）

（
３
）
同
前
、
同
頁
よ
り
引
用
。

（
４
）
同
前
、
同
頁
参
照
。

（
５
）
雄
山
閣
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
六
月
。

（
６
）
同
前
、
二
二
頁
よ
り
引
用
。

（
７
）
同
前
、
二
四
頁
よ
り
引
用
。

（
８
）
京
都
府
立
総
合
資
料
館
所
蔵
。

（
９
）
上
植
野
区
有
文
書
「
諸
願
控
入
」（
明
治
一
一
年
〜
一
三
年
）
所
収
文
書
参
照
。

（
10
）
向
日
市
文
化
資
料
館
『
む
ら
の
記
録
―
上
植
野
区
有
文
書
か
ら
み
た
近
代
―
』（
一
九
九
五
年
一
〇
月
）
二
頁
参
照
。

（
11 
）
安
岡
重
明
『
日
本
封
建
経
済
政
策
史
論
―
経
済
統
制
と
幕
藩
体
制
―
』（
大
阪
大
学
経
済
学
部
社
会
経
済
研
究
室
、
一
九
五
九
年
三
月
）
第
四
章
「
畿
内
に
お
け
る
封
建

制
の
構
造
」
参
照
。

（
12
）
上
植
野
区
有
文
書
「
各
庁
へ
差
出
ス
扣
綴
込
」
明
治
一
七
年
所
収
資
料
参
照
。

（
13
）
向
日
市
文
化
資
料
館
『
む
ら
の
記
録
―
上
植
野
区
有
文
書
か
ら
み
た
近
代
―
』（
一
九
九
五
年
一
〇
月
）
一
四
頁
よ
り
引
用
。

（
14
）
同
前
同
頁
よ
り
引
用
。

（
15 
）
本
資
料
の
欄
外
に
は
「
九
年
十
二
月
十
五
日
伏
水
警
保
ヘ
差
上
ノ
扣
」
と
あ
る
。
以
下
引
用
す
る
事
件
関
係
の
資
料
は
、
断
ら
な
い
限
り
上
植
野
村
区
有
文
書
所
収
「
玄

米
紛
失
一
件
書
類
入
」、「
玄
米
盗
取
ニ
付
罪
科
申
渡
書
」
か
ら
で
あ
る
。

（
16 
）『
法
令
全
書
』
第
六
巻
―
１
に
よ
れ
ば
、
第
三
九
条
は
「
婦
女
犯
罪
條
例
」
の
う
ち
に
あ
り
、「
凡
婦
女
、
不
孝
、
姦
、
盗
、
人
命
、
放
火
ノ
徒
罪
以
上
ヲ
犯
ス
者
ハ
、
各

律
ニ
依
テ
断
罪
シ
、
笞
杖
ニ
該
ル
者
ハ
、
日
数
ニ
折
シ
テ
、
禁
獄
ス
ル
律
ヲ
改
メ
、
並
ニ
、
懲
役
ニ
服
ス
、
其
余
ノ
罪
、
収
贖
ス
可
キ
者
、
無
力
ニ
シ
テ
、
贖
フ
事
能
ハ
サ

ル
者
、
懲
役
百
日
以
下
ハ
、
折
半
シ
、
一
年
以
上
ハ
、
五
等
ヲ
減
シ
テ
、
並
ニ
、
懲
役
ニ
服
ス
」
と
な
っ
て
い
る
。

一
七　
（
四
四
〇
）
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六
十
三
巻  
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三
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（
17 
）
同
前
に
よ
れ
ば
、「
犯
罪
存
留
養
親
条
例
」
は
「
改
定
律
例
」
中
に
あ
り
、第
三
五
条
か
ら
第
三
八
条
ま
で
を
構
成
す
る
。
そ
の
第
三
五
条
に
「
凡
犯
罪
存
留
養
親
者
・・・・・

其
（
懲
役
―
筆
者
注
）
百
日
以
下
ニ
該
ル
者
ハ
、全
罪
を
収
贖
ス
ル
事
ヲ
聴
ス
」
と
あ
り
、こ
の
条
項
が
適
用
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、「
犯
罪
存
留
養
親
者
」
と
は
、

「
祖
父
母
、
父
母
、
老
疾
シ
テ
、
家
ニ
侍
養
ノ
子
孫
ナ
ク
、
父
祖
親
族
ノ
持
養
ス
ル
事
ヲ
願
フ
事
切
ナ
ル
者
」（
第
三
六
条
）
を
さ
す
。

（
18 
）
上
植
野
村
区
有
文
書
所
収
「
玄
米
紛
失
一
件
書
類
入
」
所
収
「
場
所
書
一
札
之
事
」（
明
治
九
年
十
二
月
十
三
日
付
、
戸
長
小
野
利
右
衛
門
差
出
、
第
三
区
域
方
面
第
九

屯
所
詰
三
等
巡
査
・
石
原
方
儀
、
四
等
巡
査
・
村
上
平
八
宛
）
に
、「
右
之
者
（
Ａ
―
筆
者
注
）
当
村
内
ニ
テ
御
拘
引
相
成
、
私
ど
も
立
会
相
改
候
処
、
聊
御
非
分
成
義
毛

頭
無
御
座
候
」
と
あ
り
、
Ａ
が
同
日
に
拘
引
さ
れ
た
こ
と
を
知
る
。

（
19 
）
戸
長
名
で
同
年
一
二
月
一
四
日
か
ら
『
事
件
ニ
付
入
費
覚
』
を
つ
け
、
翌
年
一
月
二
五
日
で
「
右
勘
定
相
済
候
」
と
結
ん
で
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
村
役
と
し
て
一
五

日
に
戸
長
の
民
秋
と
永
井
が
伏
見
警
保
や
裁
判
所
に
、
二
〇
日
は
「
裁
判
所
行
」
と
あ
る
が
村
役
出
頭
人
の
氏
名
は
不
明
、
二
一
日
は
民
秋
、
二
二
日
は
永
井
が
出
頭
し
て

い
る
。

（
付 

記
）
な
お
、
本
稿
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
平
成
二
二
年
度
私
立
大
学
等
経
常
経
費
補
助
金
特
別
補
助
高
度
化
推
進
特
別
経
費
大
学
院
重
点
特
別
経
費
（
研
究
科
分
）
の
助
成

を
受
け
た
。

（
に
し
む
ら　

た
か
し
・
同
志
社
大
学
経
済
学
部
）
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Abstract

Takashi NISHIMURA, Theft and Clemency by a Village

　　In August 1876, an attempted theft took place in Kamiueno village in 

Kyoto prefecture of Japan. This village had two distinguishing features. The 

first was that this village was the territory of many lords during the Edo 

era. The second was that the village had its own system of water supply. 

Both characteristics indicate that this village was self-governed and created 

equality among the people in the village. During the trial, the village appealed 

to the court of justice to show leniency to the culprit. This incident shows 

that a village could be self-governed and reciprocal help among village people 

strongly after the Meiji Restoration.
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